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はじめに 
 

大阪平野は、第四紀の地殻変動で形成された堆積盆であり、その発達プロセスは西南日本の
テクトニクス研究の重要なテーマのひとつである。また、その地下構造の把握は、防災の見
地からも極めて重要であり、これまで多くの地下構造探査が行われてきた。特に人工震源を
用いた反射法地震探査技術の⾧足の進歩によって、深部構造の可視化が現実のものとなり、
魅力的で示唆に富む情報を提供している。しかしながら、これまで大阪平野の地下構造につ
いて、網羅的なデータベースや万人がアクセスできる解釈レポートが十分に整備されてきた
とは言えない。地質学・地球物理学・土質工学など各専門分野の高レベルの解析が、総合的
解釈に昇華することなく死蔵される現状を打破する糸口として、今回この書籍を上梓するこ
ととなった。 

本書では、重力異常データを用いて、堆積盆の規模や形態などのアウトラインを論じ、地磁
気異常データに基づいて地下深部の岩盤物性に関する仮説を提示する。さらに、反射法地震
探査データを用いて地下構造を解釈し、その地質学的意義の裏付けとして、大深度ボーリン
グデータや地表地質データを参照する。構造解釈にあたっては、従来より活断層とされてき
たいくつかの盆地内構造（上町断層など）を取り上げて、その連続性や発達過程を評価する。
もとより、ボーリングコア試料の堆積学的分析や断層運動の数値モデリングに基づく定量的
評価などを通じて、より高度な総合化を行うべきであるが、現状ではそのような分析事例は
少なく、著者の専門を超える部分もあるので、今後の検討を待つこととしたい。 

大阪平野は、複雑なテクトニックプロセスを反映した、複合堆積盆である。そこで、我々は、
地理的には大和川を境として、大阪平野を北部と南部に分けて論述する。北部は生駒断層を
代表とする南北走向の逆断層運動の支配下にあり、第四紀を通じて堆積盆のコンパートメン
ト化が進行している。南部は比較的沈降速度が低く、活断層のトレースが連続せず、北北西
に傾く堆積面を形成する。これは、中央構造線の第四紀活動パターンの変遷と連動しており、
堆積物の性状は分水嶺の形成過程を反映している。このように、大阪平野の研究は、地域的
情報整備にとどまらず、近畿地方ひいては西南日本弧全体の地殻変動評価について、重要な
意義を持っている。 

今回は、議論の共通基盤構築のため、高解像度の地震探査データを極力多く掲載することに
力点を置いた。各章末には、本書に含めることのできなかった公開資料について、リストを
掲載している。解釈結果のみならず、未解釈断面も収録されているので、読者諸賢は、自ら
構造解釈を試みられたい。なお、大阪堆積盆の全貌は、大阪湾の地下構造を解明して初めて
明らかとなるが、利用できるデータのスペックが陸域とは大きく異なるため、あえて言及し
なかった。今後の公表の機会を待ちたい。 

専門分野の壁を越えた横断的な議論を通じて本書の不備が補完され、より高次の地球科学に
発展していくことを、心より望むものである。 

 

以上 
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１．概論:大阪堆積盆の成り立ち 

 

1.1. 西南日本弧周辺の造構応力 

 

日本列島はアジア大陸東縁に沿って延びる島弧であり、複数のプレート境界に位置してい
る（第 1図）。一般に、海洋プレートの沈み込みは、収束境界における構造運動の原動力と
なる。西南日本の場合、太平洋プレートの運動が、東西圧縮応力の源と考えられている（た
とえば Huzita, 1980）。さらに、南海トラフに沈み込むフィリピン海プレートの運動は、
付加体の成⾧・変形や島弧地殻内の断層運動をコントロールしている。 

現在、太平洋プレートは西向き、フィリピン海プレートは西北西向きに収束しているが、
相対運動センスは地質時代を通じて大きく変化し、多様なテクトニック・イベントを引き
起こしてきた。Nakajima (2013) は、太平洋プレートの運動史（たとえば Cande et al., 

1995）に基づいて東北日本弧の構造発達史を総括したが、西南日本については同様の議論
が十分に行われているとは言えない。Nakamura et al. (1987) は、沈み込み帯の形態を解
析して、フィリピン海プレートの収束方向が、第四紀に北北西から西北西へと変化したこ
とを明らかにした。これは、後述するように、断層運動センスの転換など西南日本のテク
トニクスを語る際に必ず参照される重要な成果であるが、より⾧い期間の運動史は未解明
のままである。 

フィリピン海プレートは収束境界で囲まれた縁海プレートであり、海嶺・断裂帯のジオメ
トリーや地磁気異常パターンに基づいて過去の運動を完全に復元することはできない。西
南日本の足下に沈み込むスラブの形態についても、三好・石橋 (2004) が震源分布から推
定しているが、そのモデルの特徴（四国周辺の極めて低角の沈み込みと、琵琶湖北のスラ
ブの屈曲）は、島弧の変形パターンと必ずしも整合的ではない。 

このような現状を打開するためには、西南日本のテクトニック・イベントの時空分布を定
量的に解析して、応力場のゆらぎを評価し、プレート運動とのリンクを考察することが有
効ではないだろうか。本書では、そのような視点に基づいて、大阪平野の地下構造につい
て議論を行う。大阪平野は新生代後期を通じて進化してきた内陸堆積盆であり、そこに保
存された堆積物の層序・構造はテクトニック・イベントの記録である。近年の物理探査技
術の⾧足の進歩によって、従来研究が困難であった市街地・都市圏について、三次元的な
構造解釈が可能になってきた。さらに、大阪平野では過去多くの層序ボーリングが実施さ
れており、総合的研究の基盤は比較的整っている。人口密集部が多く、防災・土木の見地
からも、地殻変動のメカニズム解明は重要である。以下の各節では、広域テクトニック・
ブロックを定義し、大阪堆積盆の位置づけを明確にしたうえで、各論を展開する。 

 

（伊藤康人） 

 

1.2. 近畿地方のテクトニック・ブロック 

 

Huzita (1976) は近畿地方のテクトニクスに関する先駆的な研究を行い、活発な断層運動 
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第 1図:西南日本弧（Southwest Japan Arc）周辺の現在のプレート配置。NKTZは最
近の歪集中帯として知られる新潟－神戸構造帯（Niigata-Kobe Tectonic Zone: Sagiya et 

al., 2000; Toya and Kasahara, 2005）。 
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と盆地形成で特徴付けられる三角形のエリアとして「近畿トライアングル」を提唱した。
これは、変動地形と地質情報を包括的に論じる際に極めて有用な概念であり、多くの報文
で引用されてきた（たとえば 藤田・笠間, 1982）。Itoh et al. (2013a) は、近年の地球物理
学的研究の成果を勘案して、テクトニック・ブロックを再定義した（第 2図）。いわゆる近
畿トライアングルの北西辺・北東辺・底辺は、それぞれ、新潟－神戸構造帯・越前－志摩
構造線・中央構造線にあたる。新潟－神戸構造帯は、測地学的研究（たとえば Sagiya et 

al., 2000; Toya and Kasahara, 2005）によって存在が指摘された歪集中帯であり、Itoh et 

al. (2011) の古地磁気学的研究によって、第四紀を通じて変形が累積していることが示さ
れている。越前－志摩構造線は、Itoh et al. (2013a) による新称であり、背弧陸棚のイン
バージョン帯～陸上の逆断層密集帯～前弧海盆の第四紀隆起帯（志摩海脚）を繋ぐライン
である。 

中央構造線は、西南日本最大の活断層であり、第四紀を通じて右横ずれの活動を続けてき
た（活断層研究会, 1991）。Itoh et al. (2013a) は、反射法地震探査データ解釈に基づいて、
第四紀初頭の逆断層運動フェーズを記載し、フィリピン海プレートの収束方向変化と関連
付けた。これらの構造線で囲まれたエリアは、数多くの副次断層が発達し、断層ブロック
の複雑な差動的昇降運動を特徴とする。大阪堆積盆は、その西部に位置する大きな沈降域
である。 

 

（伊藤康人） 

 

1.3. 大阪堆積盆の大区分 

 

大阪平野北部については、Itoh et al. (2000) が、大深度ボーリングの層序・年代データに
基づいて、沈降域の分化を論じた（第 3図 a）。彼らが纏めたボーリング情報を、第１表と
して掲げておく。包括的な堆積盆の形態については、Inoue et al. (2003) の纏めた基盤深
度データが参考になる（第 3図 b）。これらの研究に基づいて、本書では、大和川を境とし
て、大阪平野を北部と南部に分けて論述する。大阪平野北部は、南北に伸⾧する上町隆起
帯（西縁は活断層と解釈される上町断層であり、その実態については次章で論じられる）
で分断された２つの凹地である。大阪平野南部は、東北東－西南西走向の同斜構造を持ち、
関西空港周辺から陸域に伸びる隆起帯を西縁とする。その大構造形成には、和泉山脈の隆
起が深く関与しており、つまるところ、中央構造線の逆断層フェーズの理解（年代論およ
び影響範囲）が重要となる。 

次章・次々章で用いるボーリング・地震探査データを、第 4図に纏めた。大深度ボーリン
グが大阪平野北部に偏在していること、北部と南部とで重力異常トレンドが大きく異なる
こと、などがただちに読み取れるであろう。両地域にまたがる情報（湾岸測線の構造解釈
など）については、２つの章で横断的に論じられる。 

 

（伊藤康人） 
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第 3図:ボーリング資料と重力異常データ（a）に基づく
大阪堆積盆の基盤構造（b）（Itoh et al., 2013aより）。 
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大阪平野周辺は、ネオテクトニクスの見地からは、前章で述べたように「近畿トライアング
ル」というブロックに属し、東西圧縮場で形成されたホルスト－グラーベンが基本構造であ
ると考えられてきた。たとえば、大阪平野の東縁を画する生駒断層系は、非常に活動的な逆
断層である。 

平野の中央部を通る上町断層を西縁とする南北隆起帯（以後「上町隆起帯」と呼ぶ）は、その
フォアランドに形成された peripheral bulge と見えなくもない。しかし、西カナダのフォア
ランド盆地などで研究されてきた事例（たとえば Miall, 1995）を見ると、bulge の形態は極
めて緩やかであり、上町隆起帯の形態とは類似点が見出せない。アナロジー的には逆断層前
縁の凹地は東大阪周辺の沈降域に相当するが、大阪湾側の更に大きな堆積盆が形成されるメ
カニズムは明らかでない。 

圧縮変形の場で類似の構造を形成するもうひとつの可能性は、低角逆断層で寸断された岩体
がつくる duplex であろう。しかし、そのようなメカニズムで形成された典型例と考えられる
北海道中央部の馬追丘陵（Itoh et al., 2005）を参照すればわかるように、丘陵縁辺断層を上
から見た平面形態は、通常は隆起側ブロックの衝上方向に凸になることが多い。上町断層は、
その逆である。 

本章では、反射法地震探査データを記載・評価して、断層活動の時空分布を再検討する。そ
の結果は、東西圧縮応力下の凹地形成という作業仮説が優れた第一次近似であることを明ら
かにすると同時に、断層の活動トレース変遷など、テクトニックな枠組みの変化を反映して
多様な盆地内変形が進行していることを示唆している。 

 

（伊藤康人） 

 

2.1. 重力・地磁気異常に基づく堆積盆アウトライン 

 

2.1.1. 堆積盆の規模・形態 

 

重力異常に基づく堆積盆のアウトラインは、第 5 図に示されている。大阪平野北部で最
も顕著な構造は、南北に延びる上町隆起帯（その西縁が上町断層の名で知られる活断層
であり、その性状については地震探査解釈の項で詳述する）であり、これによって東大
阪（東部）と湾岸～大阪湾奥（西部）に沈降域が二分されている。東部亜堆積盆の東縁
はシャープな重力急変帯で画され、これは生駒断層系に相当する。西部亜堆積盆は、西
に向かって漸次深化する傾向がある。これは、六甲山麓～淡路島東岸に連なる顕著な活
断層帯の影響と考えられる。堆積盆北縁の重力急変帯は、有馬－高槻構造線に相当する。 
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このように、さまざまな運動センスの活断層群に取り囲まれて、大阪平野北部堆積盆は
発達してきた。 

 

2.1.2. 基盤の磁気的物性 

 

大阪平野北部の東縁と北縁には、白亜紀の領家帯花崗岩が露出している。しかし、第 6

図の地磁気異常図には、その影響は現れていない。これは、領家帯の花崗岩がいわゆる
イルメナイト系列であり、磁化率が極めて低く残留磁化も不安定であることによると考
えられる。対照的に、盆地内部には、正の地磁気異常ゾーンが点在している。基盤の花
崗岩に着岩した OD-2 ボーリングは顕著な異常上になく、その起源を直接論じることは
できない。しかし、次章で詳述するように、地表地質情報からは新第三紀の火山岩体が
伏在していることが示唆される。 

 

（伊藤康人） 

 

2.2. 反射法地震探査解釈 

 

大阪堆積盆について、これまでに公表され一般にアクセス可能な地震探査データは、大阪
湾地盤情報の研究協議会 (2002) や京都大学防災研究所 (2012a) で一望することができ
る。しかし、大深度ボーリングの地質情報を十分に考慮し、現実的な地質構造解釈のなさ
れた研究は行われてこなかった。以下の各節では、極力具体的な記載・分析を試みる。 

 

2.2.1. 中之島測線 

 

第 7a, b 図の中之島測線は、上町隆起帯北端を通る東西測線である。比較的近傍に大手
前・OD-9 ボーリングが掘削されており、重力異常データから構造トレンドを推定して
震探ホライゾンと海成粘土層の対比を行った。また、大阪第二測線の北端は、本測線西
部と交差はしないが直近にあり、ホライゾン追跡の際に参照される。 

本測線東部には、上町隆起帯西縁の上町断層が観察される。垂直に近く、正断層か逆断
層かを断定することは難しい。断層の下り盤と上り盤のホライゾン間隔を比較すると、
大阪層群上部の堆積期間を通じて、断層変位が累積する傾向が見て取れる。この断層は、
重力異常値の明瞭な急変部を伴い、それは南北方向に追跡される（第 4 図）。 

 

2.2.2. 大大特・大阪－鈴鹿測線 

 

第 8a, b 図の大阪－鈴鹿測線は、淀川に沿う⾧大測線である。本測線の近傍には OD-4・
OD-8 ボーリングが掘削されているが、層序対比の鍵となる海成粘土層は Ma3 のみが
確認されており、震探断面の浅部は極めて解像度が低いため、ホライゾン追跡は行って
いない。本測線東部には、大大特・新宮－舞鶴測線が交差するとともに、枚方測線が交 
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第 6 図:大阪平野北部堆積盆の基盤磁気物性。  
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差しつつ並走している。 

大阪－鈴鹿測線の東部の活構造としては、東から西に交野断層・田口断層・枚方撓曲・
豊野断層が確認された。これらは、圧縮場で形成された逆断層の特徴を示す。これに対
し、西部の構造形態は伸張場を示唆する。上町断層の下り盤の変形は、主正断層の沈降
側に形成される rollover と collapsed anticline に見える。なお、東部・西部は、楠本ほ
か (2001) のモデリングでは、それぞれ沈降域と隆起域にあたり、圧縮場と伸張場の卓
越が予想されるエリアである。 

 

2.2.3. 大阪第一測線 

 

第 9a, b 図の大阪第一測線は、上町隆起帯中央部を通る東西測線である。地形的な高ま
りと重力異常のパターンには乖離が認められ、明瞭な高重力異常帯の南端にあたる。比
較的近傍に夕陽丘ボーリングが掘削されており、重力異常データから構造トレンドを推
定して震探ホライゾンと海成粘土層の対比を行った。本測線西端では、大阪第二測線が
交差している。 

本測線には、淀川周辺で明瞭に見られる縦ずれ断層の延⾧は存在しない。この事実を無
視して、同じ変形トレンドを有する⾧大な南北走向の活断層として上町断層を定義する
ことは、極めてバランスを欠いた見解と考えられる。この測線でもう一つ注目すべきは、
正の地磁気異常を伴う音響基盤直上の強振幅反射ユニットであり、次章で詳述する中新
世火山体の存在が示唆される。 

 

2.2.4. 大阪第二測線 

 

第 10a, b 図の大阪第二測線は、上町隆起帯で分断された西側亜堆積盆の中を通る南北
測線である。近傍に掘削された大深度ボーリングはないが、中之島測線と大阪第一測線
から震探ホライゾンの追跡が可能である。 

本測線には明らかな逆断層が確認され、桜川撓曲と呼ばれている（国土地理院, 1996a）。
これは上町断層の「分枝」とされてきたが、交差する大阪第一測線には、前述のように
明瞭な断層は存在しない。幹のない枝などナンセンスである。また、南北方向の大阪第
二測線で逆断層が観察されるということから、造構主応力が東西方向から外れることが
わかる。 

 

2.2.5. 八尾測線 

 

第 11a, b 図の八尾測線は、上町隆起帯で分断された東側亜堆積盆の南部を通る東西測
線である。周辺にコントロール坑井がなく層序解釈が困難であり、地質学的情報は音響
基盤深度と断層形態にとどまる。 

本測線東端部では、平野に伏在する生駒断層系前縁部が観察される。基盤変位量は測線
範囲を外れるので不明であるが、明瞭な重力異常急変部を伴っており、重要な活断層と 
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